
政府の決定文書における位置付け

成長戦略改訂版（平成26年6月24日閣議決定）

骨太の方針（平成26年6月24日閣議決定）

科学技術イノベーション総合戦略2014（平成26年6月24日閣議決定）

２－２．女性の活躍推進/若者・高齢者等の活躍推進/外国人材の活用
（３）新たに講ずべき具体的施策
iii）外国人材の活用 （高度外国人材の活用） ①高度外国人材受入環境の整備
人材の獲得競争が激化する中、日本経済の更なる活性化を図り、競争力を高めていくためには、優秀な人材を我が国に呼び込み、定着させることが
重要である。（中略）また、外国人研究者の受入れ拡大を図るため、優秀な若手研究者の海外との間の戦略的な派遣・招聘や、国内外に研究拠点を
構築すること等により国際的なネットワークを強化する。

第２章 経済再生の進展と中長期の発展に向けた重点課題
２．イノベーションの促進等による民需主導の成長軌道への移行に向けた経済構造の改革
（３）オープンな国づくり （内なるグローバル化）
外国人材の活用は、移民政策ではない。基本的価値観を共有する国々との連携を強化する。優秀な研究者など外国の高度人材や留学生等が活躍し
やすい環境を整備する。

第３章 科学技術イノベーションに適した環境創出 ３．重点的取組
（１）「イノベーションの芽」を育む～研究力・人材力強化に向けた取組の戦略的展開～
①多様で柔軟な発想・経験を活かす機会の拡大
・優秀な若手研究者の海外との間の戦略的な派遣・招聘による国際研究ネットワークの強化

（２）イノベーションシステムを駆動する～分野や組織の枠を超えた共創環境の実現～
①国際競争の「強み」や地域の特性を生かしたイノベーションハブの形成
・国際競争が激しいナノテクノロジー等の分野において、研究開発法人を中核として、行政機関の縦割りや産学官相互の垣根を越えた連携体制を構築
し、世界に伍する国際的な産学官共同研究拠点及びネットワーク型の拠点の形成を進めることとし、総合科学技術・イノベーション会議もこれを支援す
る。特に、大学、公的研究機関、民間企業が集積している地域において、イノベーションハブの形成を加速することで、我が国のイノベーションシステム
を変革するエンジンとする。

参考資料３
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主な国際共同研究事業等の変遷イメージ（文科省関係）

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

【概要】政府間合意に基づき、戦略的に重要なものとして国が設定した相手国・地域及び研究分野にお
いて、研究集会開催、研究者派遣・招へい等を支援し、国際研究交流を推進。
【支援規模】 5 ～10百万円/年・件（３年間）

【概要】政府間合意に基づき、先進諸国との最先端の共同
研究や成長するアジア諸国との共同研究を戦略的に推進。
【支援規模】6.5～100百万円/年・件（3～5年間）

【H20年度】発足
JST地球規模課題対応国際科学技術協力

プログラム(SATREPS)

【概要】我が国の優れた科学技術とODAとの連携により、アジア等の開発途上国と、
地球規模の課題の解決につながる国際共同研究を推進。
【支援規模】36百万円程度/年・件（3～5年間）

【H21年度】発足
JST戦略的国際共同研究プログラム(SICORP)

【S38年度】発足
JSPS二国間交流事業

【概要】諸外国の学術振興機関等との間で締結した協定等に基づき、我が国との間の多様な学術の交流を推進。
【支援規模（共同研究分）】1～5百万円以内/年・件（1～3年間）

【概要】我が国のリーダーシップの下にアジア・アフリカ諸国と
の科学技術協力を支援。国際共同研究の立ち上げ、初動段
階の取組を支援。
【支援規模】30～50百万円/年・件（3～5年間）

【H18年度】発足
CSTPアジア科学技術
協力の戦略的推進

【H23年度】発足
CSTP途上国におけるイノベーションを促進する国際協力の戦略的推進

開
発
途
上
国

戦
略
推
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費
等
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3 4 13 9 9

11

7 11 14

11

新規
採択件数

【H15年度】発足
JST戦略的国際科学技術協力推進事業(SICP)

2 2 2 2

【H元年度】発足
JST国際共同研究（ICORP）

【概要】戦略目標の達成に向け、JSTと諸外国の公的研究機関が科学技術分野の基礎的分野で共同研究を実施。
【支援規模】80～160百万円以内/年・件（原則5年間）

2

【H20年度】発足
CSTPアジア・アフリカの科学技術協力戦略的推進

3

第 ３ 期 科 学 技 術 基 本 計 画第 ２ 期 科 学 技 術 基 本 計 画

【概要】我が国とアフリカ諸国の研究機関・大学間で、国際
共同研究から人材育成・国際標準化等も含めたイノベー
ションに資する継続的な拠点協力を実施。
【支援規模】50百万円以内/年（5年間）

新規採択：年間200件規模で推移

第 ４ 期 科 学 技 術 基 本 計 画

先
進
国
・
新
興
国

10

26

参考資料４
科学技術・学術審議会

国際戦略委員会（第４回）提出資料
H26.2.19

主な国際共同研究事業等の予算推移（文科省関係）

主に
先進国・新興国

主に
開発途上国

主に
アジア・アフリカ
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国際共同研究等のネットワーク規模（イメージ）

主な国際共同研究事業等のマッピング例（文科省関係）

二
国
間
交
流
事
業

研究者交流等 共同研究プロジェクト等 持続的な研究協力関係の形成

小

【感染症分野】

感染症研究国際ネッ
トワーク推進プログラ

ム（J-GRID）

JST
戦略的国
際科学技
術協力推
進事業
（SICP）

JST
戦略的国際共同
研究プログラム
（SICORP）

JST
地球規模課題対応

国際科学技術協力プログラム
（SATREPS）

世界トップレベ
ルの研究拠点と
強固なネット
ワークの構築

新興国の成長
力の取り込み

途上国における
地球規模課題
の解決に向けた
共同研究

大

JSPS
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多国間国際研
究協力事業
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共同研
究プロ
グラム
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15百万円以内/
年・件（2～3年間）
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（第2期：2010-2015年）
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